
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 第２回思いやり集会を開催 

思いやり集会で心があたたかくなりました 
令和５年９月１９日（火）に今年度２回目の思いやり集会を行いました。今回は、コロナも落ち着いた

ことから、ホールに集合して行いました。（ひよこ組はお部屋からの参加となりました。）園長先生の話

の後、思いやりテーマソング「おもいやりのうた」を歌い、各クラスからクラス自慢の発表、最後に思

いやり劇「どうぞのいす」を観て、楽しみながら思いやりについて考えました。 

これからも思いやり三原則「伝う、励ます、ありがとう」が自然に行えるよう思いやり保育に取り組ん

でいきますので、ご家庭でもご協力をお願いいたします。 

おもいやり通信 

発 行：社会福祉法人 清水保育園 

幼保連携型認定こども園 清水こども園 

発行日：令和５年 10月１8日 
第４８号 

記録的な暑さの夏を終え、すっかり季節は秋となりました。 

園内で、ありがとう、ごめんなさいという言葉が自然と聞こえてきます。時には、今の言葉

は、ちくちく言葉だよ、なんて言葉も・・・。今後も、毎日の生活の中で心と身体の触れ合い

を大切に活動していきたいと思います。 

当園が進める「思いやり３原則活動“手伝う・励ます・ありがとう」は、子ども

たち、職員、ご家族の皆様等、園に関わる全ての人たちの心をつなぎ、

みんなを元気にしてくれるものだと考えております。さらに思いやりい

っぱいの清水こども園を作っていきたいと思います。まずは、気持ちの

良い朝の挨拶から、１日をスタートさせましょう。 

 

今年度の思いやりテーマ 

 

ありがとうメッセージカードで桜の花を咲かせよう 

今年度は、保護者の皆様の協力をいただきながら、「ありがとうメッセージカードで桜の花を咲

かせよう」活動を行っています。６・９・２月の年３回「お子さんへのありがとう」「清水こども園への

ありがとう」等をいっぱい見つけて、桜の花びらカードに記入して提出してしてもらう活動を行っ

ています。６月・２月のカードは、年度末に卒園アルバムや思い出制作に活用して、各家庭に

お戻し致します。 

９月のカードで、桜の木の満開の桜の花を咲か

せていきます。 

そして、卒園式に飾り、卒園児を思いやりいっ

ぱいの心で送り出したいと思います。 
 

 

おもいやり通信 

清水こども園へのありがとう 

沢山の暖かなメッセージをあり

がとうございました。ここに一

部をご紹介させていただきま

す。保護者の方、職員、地域の方、

業者の方等、いただいた全ての

メッセージを清風の道に飾りま

すので、ぜひご覧ください。 

 

ありがとう 

おもいやりの歌を歌うこどもたち くまさんに扮した園長先生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こどもに伝えたいことは沢山あるかもしれませんが、なかなかこどもには伝わらないもの。 

これからこどもが生きていくために大切なこと紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・田口久人さんの名言集より抜粋 

 

 

 

 

「思いやり集会」での園長先生のお話 
感動的なお話 

牛乳１本 
 

下宿暮らしの、貧しい医大生がいました。 

青年は、学費どころか、生活費にも事欠くほどの苦学生。 

何日も、食べ物を口にしていない青年は、見ず知らずの家の戸を叩きました。 

「すみません。誰かおられませんか」 

「何か、、、何か食べ物をわけてもらえませんか」 

「ごめんなさい、何もないの、、、」 

「じゃあ、水だけでもいいので、１杯もらえませんか」 

女の子は、台所から牛乳を１本持ってきて、差し出

しました。 

青年は、とても恥ずかしく、女の子に悪いと思った

のですが、あまりの空腹に耐えられず、その牛乳を

一気に飲み干しました。 

 

＜それから数年後・・・＞ 

 

女の子の母親が、重い病気になりました。 

手術が必要です。 

「お母さん、手術をしてみようよ」 

「うちにはそんな大金はないよ」 

「大丈夫よ。お母さんが元気になったら、私が一生懸命に働くから。ね。だか

ら手術してみようよ」 

手術は成功し、母親は奇跡的に回復しました。 

 

＜退院の日・・・＞ 

 

受付で請求書を受け取り、 

びっくりして目を丸くしました！ 

入院費と医療費は牛乳１本、支払い済み。 

手術をしてくれた先生は、その昔、女の子が牛乳を

差し出した青年だったのです。 

おわり 

 


